


悪くもなる。(口)自 分の気持 しだいで良くもなるし,舘 利恵

可能性はあるが,中ぶらりん。に勉強と旅行

l・)専門の違う人と連帯感が時て,視野が広くなる。  |ヽ私は究極的には総合科学部へ入って良からたと思

D特に女性の皆さん。公務員   ってぃます。それは卒論をし始めてからだんだん|ヽ就職がむつか しいよ
(

でも最低半年はかけて準備をしなければr■
‐
らない。  と認識するようになりました。卒論がおもしろい

というのではなく,それに取り組む事により人間
がんばってネ。

的に多少なりとも成長したと思います。
中島 幸彦

に)自 分たちがパイオニアであること。           (1群 ―物質科学 物理)柏 田正博

,失なわれた自我を求めて。
(口)広 く,深 く,の びのびと。            m自 己の発見
夕ヽいい学部に育てて下さい。10年後を楽 しみにして

 (口求 めよ,さ らば開かれん。

最初の三年間|ヽ卒業を目の前にして,大学四年間 ,

います。

は苦悩 ,そ して最後の一年間は,そ の間,自分な  ＼
てきたものが意義をもち始めた。長い   Vりに追求 し

マ ンモ ス

に)ふつうの人間 ,ふつうの学生こそこの世の,又 ,   人生の基盤の糸回の発見,今から人生の探求であ
私達の生活する広大の主人公であることを実証す   り,出発である。
ることかな。出来なかったけど,やることだけは

(Ⅲ 群一生物環境科学)大場雅信
やりました。

(口)ヒ マを助せ る人の学部,ヒ マつぶしの学部。    И)す べての生き様
|,オ スカー・ワイル ドの「 幸福の王子 」の中の「 わ  l.)我 々の学部は専門がないのが特色です。

がままな大男 」 の話 を読んでみませんか。あな  夕ヽ特にないけど,ま あガンバッテ後輩諸氏,大変だ
たが人との間でどうもうまくいかないと悩んだ時   からいろいろと。
にこの本を開いてみて下さい。ごく最近ふと頭に

宏うかんだ話なのですか・¨。
              (Ⅲ 群一生物環境科学)岸本

に)な し

(口 )/■
‐
し森井 康幸

m運動不足にならないように注意した。       .,な し
(口)そ うか,ダメだったか,で も明日があるさの総合

(Ⅳ 群―地域環境科学)佐野博道科学部。

,ち ゃんと50ん″の夜間徒歩を  。ァルバイ ト・コンパ                _内情報コースの学生は

継続 して行うこと′

環境科学コース

(1群―数理科学)松波和光            (Ⅳ 群―地域環境科学)Kaku
И)自 分が一体何をしたいのか,何に一番むいている  に)都市問題,地域環境計画

l・)本家本元教養部
のか:

(口知識に貪欲になろう。              夕、卒業させてほしい/……遊び足りなかつたような
い総科に来た事を後悔はしない,が何をやりたいの   気がする。H月 に環境プレイボーイズを結成した

か分からず じまいだった事が残念だ。後輩には,   が,ぁれから<よ く遊び,よ く遊べ>っ て感 じで
何かをつかんでもらいたい。            ヮリと充実 している。デモ卒論がうまく進行 しな

いのが気がかリナノ………・ネ
(1群 ―物質科学 物理)今井和之

И)自 分の適性はどこにあるか,人生をどう方向付け

るか。
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し

4 ア ンケー ト雑 感

アンケー トを見終わって,全体的には,新設学部

第一期生ということで,余分な負担を背負いながら

も,パイオニアとしての自覚に強くあとおしされて

きた姿が反映されていたといえる。研究面から言え

ば,そ れは年々,大なり小なりのカリキュラム訂正

があり,講義の量,内容ともに,コ ースの特徴を生

かしたものが少なかった。どのコースにしても,研

究方法などといつた既存のものはなく,そ こから始

めて行かねばならないという暗中模索の状態の連続

だった。しかし,そ れだから,自 分の学問の方向を

何も頼 らず自分自身で探すという積極的な行動をと

らざるを得なかっただろうし,ど うしても,つかま

ねばならなかつたのだと思われる。そして,そ のよ

うな人間の集まりとしての一期生であったから,学

生間相互 ,教授 との交流も親密なものであったので

はなかろうか。こういう理由から,四年間振り返っ

てみた場合 ,「 良かった」と考える人が多いという

印象は強かった。

しかし問題性が見えなかつたわけではない。それ

は,研究面における,パーソナルr■
‐
段階の反省が ,

多かったという点である。というのは,新設学部と

いう,先に挙げたような環境の中で,自 分のやるべ

き研究なりが見つけられたら幸いで,そ の中で,い

かに自分を納得させ ,妥協させるかが一番の課題に

7A~っ てしまったのではないか,と いう事である。

これは ,個人だけの問題ではなく,こ れか ら学部

の環境 ,学生個人の学ぶ条件というものを整えて行

かねばな らr.‐ ぃ事を示すものである。「 長短ひとこ

とコーナー 」か らは,どんなふうに大学生活をエン

ジョイし,悩んできたかという一端に触れる事もで

きた。講義に関する項か らは ,教授 さえ呼んで来れ

ば ,す ぐ開講できそうなものか ら,「 総合科学論 」

まで ,必要を感 じたものを挙げてもらつた。ぜひ ,

開講の運びに持 っていってもらいたいと思 うと同時

に,講義に関 してもっともっと言えるようになって

いったら良いとも思った。

以上 ,ア ンケー ト雑感であるが,49生全員対象だ

つたにもかかわらず,集め得たのが ,約半数であっ

たので,正 しく49生 の姿が捉えられたとは言い難い。

それに,全員に顔を出してもらうという点でも果た

せないものになつた。この点については,非常に残

念で しかたがない。だが,最後に,こ のアンケー ト

に関わる関わら/A‐ いに限 らず,49生は,総合科学部

の四年間を,肯定の答を出して終えるだろう。誰 も

自分の過 した過去を否定するものはいない。だがそ

れ以上の意義を見い出して,一区切 りのあとの進路

をまた見つめていくのだろうと思う。その向こうに

は幸いあれ/と願 って,こ のアンケー トの終 りとし

たい。   ~ (文)
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